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■人口と世帯 Q
今
回
取
材
で
国
見
山
（
鹿
北
）
登
山
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
登
山
は
全
く
の
素
人
。

す
べ
っ
て
転
ん
だ
り
、
物
を
な
く
し
た
り

と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び

毎
に
他
の
参
加
者
の
方
々
に
助
け
て
頂
き

ま
し
た
。

Q
登
山
道
で
は
す
れ
違
う
時
に
「
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
の
声
を
お
互
い
に
掛
け
合

い
、「
あ
そ
こ
で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
咲
い
て
ま

す
よ
」
と
情
報
交
換
し
た
り
と
登
山
の
楽

し
さ
だ
け
で
な
く
人
情
に
触
れ
合
う
楽
し

さ
も
知
り
ま
し
た
。

（
英
）

S

植
物
で
は
全
国
で
30
件
し
か
な
い
国
の
特

別
天
然
記
念
物
の
一
つ
『
ア
イ
ラ
ト
ビ
カ
ズ

ラ
』
を
訪
れ
ま
し
た
。
樹
齢
千
年
以
上
と
も

い
わ
れ
る
古
木
の
ツ
タ
が
、
棚
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
涼
し
い
木
陰
を
作
っ
て
い
ま
す
。
隙

間
か
ら
差
し
込
む
日
ざ
し
が
、
ト
ビ
カ
ズ
ラ

の
花
を
美
し
く
照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

S

以
前
は
開
花
す
る
と
国
家
的
事
変
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
毎
年

開
花
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
国
家
的
事
変
は

勘
弁
で
す
が
、
こ
の
神
々
し
い
花
は
毎
年
見

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

(

和)

人口　　58,977（－23）
男　　27,813（－５）
女　　31,164（－18）
世帯数　20,906（＋42）
４月末現在（前月末比）

装飾古墳とは？
横穴式石室の壁面や石棺・石障または横穴などの壁面に、彩色また

は浮彫・線刻の手法で、絵画や文様などで装飾を施した古墳や横穴な
どの総称です。全国に約650基が知られており、そのうち九州に約360
基(55.4％)という数です。これは東アジアからの窓口であった九州独
自の文化といっても過言ではない多さです。
装飾古墳の分類

装飾古墳は、その文様のほどこされた場所や種類によってだいたい
４種類に分類されることが多いようです。
q壁画系 横穴式石室の壁面に彩色や線彫などで絵画や文様を描いた

ものです。
w石障
せきしょう

系 横穴式石室の壁面下部に板状の石材を建てめぐらし、仕　
切り石で複数の遺骸安置場所を設け、浮彫り・線刻を施し
たものです。

e石棺
せっかん

系 石棺の内外面に浮彫りや線刻を施したものです。
r横穴系 崖面に墓室を彫り込んだ横穴の内外面の壁面に、浮彫りや

線刻、彩色などで絵画や文様を描いたものです。
山鹿市の装飾古墳
チブサン古墳・オブサン古墳・弁慶が穴古墳・鍋田横穴群の国指定

史跡の他、全部で67基の装飾古墳があります。これは全国の装飾古墳
の約１割以上が山鹿市に集中していることになります。数といい質と
いい日本一の装飾古墳の郷と言えるでしょう。
山鹿市での分布は、山鹿地区に53基、鹿本地区に１基そして鹿央地

区に13基が確認されています。古墳時代に菊池川流域の豪族たちが競
い合って装飾古墳を造っていたのかもしれません。山鹿市には、まだ
発見されていない装飾古墳があるかもしれませんね？

熊本県文化財保護指導委員の前田軍治さんに、山鹿の装飾古墳につ
いて話しをお聞きしました。
装飾古墳群が山鹿八景に選ばれましたが
それは当然のことだと思います。装飾古墳が日本一多い都市は断然

山鹿市です。これは他の地域の追随を許さない事ですね。これほど多
い国指定史跡があるのも珍しいし、装飾の質もいい。全国に誇れる古
墳群だと言えます。山鹿八景にもふさわしいものです。
山鹿の装飾古墳がすばらしいのはどういうところでしょう
特にすごいのは、いつでも見られる所が多いということです。しか

も色も鮮明に残っています。他地域の装飾古墳は一般公開していない
か、春や秋の気候の安定している時期に、期間を区切って公開してい
るのがほとんどです。その点チブサン古墳は、博物館開館日に申込み
すれば見ることができますし、鍋田横穴群などは365日いつでも自由に
見ることができます。装飾古墳が見られることは本当に貴重なんですよ。

100年後、500年後の人にも見てもらいたい
山鹿の装飾古墳も、長年の温湿度の変化や風雨などの影響で、築造

当時と比べ多少の変色があるかと思われます。退色させないためには
密閉し、土をかぶせて保存しておくのが一番いいのですが、そうする
と見ることはできません。現代の人だけが見て、あとはどうなっても
いいよと言うことではなく、保存と活用が
大切で100年後、500年後の人たちにも、
今のままの色で見てもらいたいんです。
色あせることなく、後世に伝えていくこ
とが私たちの使命だと思うんですよ。

山鹿市民にもっと知ってほしい
この装飾古墳群は、山鹿だけのもので

はなく、日本国民の共通の財産です。
こんな近くに、日本一の装飾古墳群
があるのに、見たことがない人は本
当にもったいないことです
よ。もっと市民に知っ
てもらって、全国にア
ピールして欲しいです
ね。

■前田軍治さん【まえだぐんじ】
山鹿高校１年の時、チブサン古墳の
石屋形右側壁に描かれている文様は、当時王冠だと解釈されていた
が、人物像ではないかと指摘した。その後県立装飾古墳館学芸課な
どで活躍。現在熊本県文化財保護指導委員。原町在住。

▲チブサン古墳の石屋形。国指定史跡（大正11年10月12日指定）

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

アイラトビカズラ
（国指定特別天然記念物）

５月11日撮影
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平成18年度下半期（平成19年3月31日現在）の予算執
行状況、財産、市債（長期借入金）、一時借入金及び基
金(積立金等)の現在高の状況や、平成18年度に実施し
た主な事業を紹介します。

…財政課　1４３－１１１９

k

一般会計における財政調整や建設改良、
運用のためなどの積立金の合計
市民一人あたり(19年３月末人口:59,000人)

17年度末現在高

81億9,637万円
138,922円

18年度増減

△７億7,860万円
－

18年度末現在高

74億1,777万円
125,725円

u情報教育推進事業　u子ども輝きプラン
uスポーツ大会開催事業

u矢谷渓谷キャンプ場管理費
u企業誘致対策事業　u農業担い手支援事業

情
報
教
育
推
進
事
業
で
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
の
授
業

k

k

ぬく ま ち

▲

▲

奥
矢
谷
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場
『
き

ら
り
』
に
新
築
さ
れ
た
ケ
ビ
ン

k

問合せ

k

k

会　計　名
一　般　会　計
用地先行取得事業
簡易水道事業　
農業集落排水事業
介護保険事業
水道事業
病院事業
下水道事業

17年度末借入残高
326億9,094万円
８億 760万円
９億4,610万円
89億4,745万円

830万円
12億9,541万円
14億6,937万円
68億 963万円
529億7,480万円
89万7,878円

18年度3月末借入高
1,910万円

０円
０円
０円
０円

8,000万円
１億2,810万円
４億3,070万円
６億5,790万円
－

18年度3月末元金償還額
30億7,771万円
８億 760万円

4,016万円
４億1,861万円

277万円
7,412万円

２億5,494万円
５億1,170万円
51億8,761万円
－

18年度3月末借入残高
296億3,233万円

０円
９億 594万円
85億2,884万円

553万円
13億 129万円
13億4,253万円
67億2,863万円
484億4,509万円
82万1,103円

k

企業
会計

合　計
市民一人あたり(19年3月末59,000人)

k

一時借入額

▲

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
準
備
で
中

学
生
が
市
役
所
各
課
を
巡
回
指
導

特別
会計

u次世代育成支援対策推進事業
uファミリー・サポート・センター事業　
u放課後児童健全育成事業

u地方道路整備臨時交付金事業
u農業集落排水事業　u簡易水道事業

k

u環境保全対策事業　uリサイクル推進事業
uバイオマス利活用推進事業

k

▲

市
道
番
所
山
田
線
（
番
所
橋
）

の
開
通
で
利
便
性
が
向
上

▲

中
学
生
と
赤
ち
ゃ
ん
と
の
交
流

k

会 計 名 一般会計

28億円

下 水 道

事業会計

10億円

会　計 名
一　般　会　計
国民健康保険事業
介護保険事業
簡易水道事業
農業集落排水事業
六郷財産区
城北財産区
稲田財産区
稲田六郷財産区

土　地
1,273万2,679G

5,592G
３万9,860G
27万2,647G
109万2,545G
66万9,361G
166万7,330G
1,648万　 13G

建　物
34万9,439G

352G
4,691G

35万4,482G

有価証券
１億3,093万円

１億3,093万円

出資金
７億8,118万円

７億8,118万円

k

合　計

特
別
会
計

基　金
74億1,777万円
７億5,519万円

2,278万円

9,885万円
1,918万円

１億1,021万円
203万円
3,094万円

84億5,695万円

債　権
３億1,172万円

1,016万円

３億2,188万円

▲

東
部
工
業
団
地
内
で
操
業
が

開
始
さ
れ
た
誘
致
企
業



は見直しは中間見直し

本市では全国及び県を上回る少子高齢化が進んでおり、核家
族化の進行とともに、子育てや介護など何らかの支援を必要と
する人(家庭)の生活課題が多様化しています。また、全国的に
顕在化している児童や要介護者への虐待や引きこもりへの対応
も求められているところです。これらの問題は、何らかの支援
や介護を必要とする人を個人の問題としてとらえるのではなく、
地域全体の問題として一体的に取り組むことが重要です。この
ため、市民一人ひとりの地域による「自助」と公的な支援であ
る「公助」を前提に、住民相互の支え合いである「共助」が求
められています。
また、社会福祉法に基づく地域福祉計画を超えて、地域にお
ける生活課題を解決する最も重要な要素は“人“であるという
観点から、人権や男女共同参画に関する施策も含む領域の広い
計画として、「山鹿市総合保健福祉計画」を平成19年3月に策定
しました。

qこの計画は、市民の人権、男女共同参画、福祉、健康をめぐ
る課題の多様化に対応し、効果的な取り組みを進めるため、
社会福祉法に基づく地域福祉計画として盛り込むべき事項に
ついて、個別計画（右図参照）との整合を図っています。

wこの計画は、各分野における今後の取り組みの指針として実
施すべき施策や事業の方向性を明らかにするものです。

eこの計画は、上位計画である山鹿市総合計画が掲げる将来都
市像を保健福祉の視点から実現していくものです。

この計画の策定にあたっては、市民の方々を対象としたアン
ケート調査の結果や「山鹿市地域福祉計画推進協議会」からの
意見を踏まえて策定しました。

a

s

a

s

a

s 

d 

f

g

a

s

【基本理念】 【基本目標】 【施　策】

総合保健福祉計画

人権教育・啓発基本計画

男女共同参画計画

高齢者
関連

障害者
関連

次世代育成支援行動計画

健康増進計画

老人保健福祉計画
介護保険事業計画

障害者基本計画

障害福祉計画

個
　
別
　
計
　
画

17
年度

18
年度

19
年度

20
年度

21
年度

24
年度

22
年度

23
年度

25
年度

26
年度

27
年度

28
年度

平成

※

総合保健福祉計画の期間は、平成19年度から平成28年度とします。

…福祉課　1４３‐１１６７問合せ

※詳しい内容については、計画書を市役所本庁ロビーおよび各総合支所
に置いています。また、市のホームページにも掲載の予定です。



今年３月に日本リーグ優勝（２年連続）、４月には東アジア
クラブ選手権大会優勝をし、昨年の全日本実業団大会と全日本
総合選手権大会のそれぞれの優勝を含めると、社会人ハンドボ
ールでの今季『４冠』の快挙を達成したオムロンハンドボール
チーム。
日頃の市民やファンの応援に感謝してこの日、「ファン感謝

祭」が開催されました。多くの市民やファンが参加し、チーム
のメンバーとゲームをしたりしてふれあい、楽しい時間を過ご
しました。
現在、オムロンハンドボール部は、市内の小学校ややまが総

合スポーツクラブで指導したりと、地域に根ざしたチームとし
て活躍中です。これからの飛躍を期待して皆さんで応援しまし
ょう。

…オムロンハンドボール部感謝祭　４月21日　

▲オムロンハンドボール部のみなさん

10％

５％

13％

10％

10％

20％

30％
37％

３％

８％
10％

２％

３％

５％

10％

10％
13％

5％

20％

40％

23％

33％

４％（県民税）

10％比例税率

６％（市民税）

住民 地方

国 国

市
・
県
民
税
所
得
割
が
一
律
10
％
と
な
る

税
率
の
変
更
に
よ
り
、
国
税
（
＝
所
得
税
）

も
見
直
さ
れ
ま
す
。
所
得
税
は
最
低
税
率
が

10
％→

５
％
に
引
き
下
げ
、
最
高
税
率
が

37
％→

40
％
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
的
控
除
の
差
に
対
応
し
た
減
額

措
置
な
ど
も
講
じ
ら
れ
ま
す
。

市
・
県
民
税
所
得
割
の
税
率
が
10
％
に
統
一

さ
れ
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
市
・
県
民
税
が
増
え
て

も
、
所
得
税
が
減
る
た
め
、
納
税
者
の
負
担

は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

市
・
県
民
税
の
税
率
が
所
得
に
応
じ
て
の

３
段
階
超
過
累
進
構
造
だ
っ
た
も
の
か
ら
一

律
10
％
の
比
例
税
率
構
造
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
定
率
減
税
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
改
正
は
、
今
年
６
月
徴
収
分
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ
く
行

え
る
よ
う
国
か
ら
地
方
へ
税
源
の
移
譲
が
行

わ
れ
る
か
ら
で
す
。

「
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方
に
」
と
い

う
方
針
の
も
と
進
め
ら
れ
て
い
る
三
位
一
体

改
革
。
地
方
団
体
は
国
が
国
税
と
し
て
集
め

た
財
源
の
中
か
ら
国
庫
補
助
金
を
受
け
て
お

り
、
そ
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
は
必
ず
し
も
自

主
性
が
高
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
地
方
団
体
が
自
主
的
に
財
源

確
保
を
行
い
、
住
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
の
責
任
で
よ
り
効
率

的
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平成19年度分から 平成18年度分まで

※今年から所得の多い少ないに関係なく、
税率が一律になる

※所得税＋市・県民税で考えれば
税負担額は変わらない

地方住民

→ ↑
所得税

所得税
-３兆円

所得税

所得税

市・県民税

市・県民税

市・県民税市・県民税

+３兆円

行政サービス行政サービス

国庫補助金国庫補助金

※地域住民の声をより細やかに反映させた公共サービス
が充実してもっと暮らしやすくなる

（課税所得） （課税所得）００ 200万円 700万円

…税務課市民税係（1４３‐１１２０）管理係（1４３‐１１５６）問合せ
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▲植樹したヤマザクラの横で記念撮影　緑を大切にしていきます！　

あいにくの雨の中、九州森林管理局・熊本森林管理署・熊本
県・山鹿市合同の植樹祭が、菊鹿町上威

かみおどし

の国有林で関係者300
人を集め開催されました。
植樹を通じて、緑に対する理解を深めることと、多くの人に

実践活動への参加を促進するため、「つなげよう　輝く未来へ
緑のバトン」をテーマとして開催されたものです。式典では、
地元内田小学校緑の少年団17人が全員で「緑を守り、大切にし
ていきます。大好きな森林の緑を、豊かな自然環境を未来に残
していきます」と、大きな声でグリーンアピールを行いました。
雨により、予定されていた参加者全員による植樹などは取り

やめとなりましたが、関係者や緑の少年団によってヤマザクラ
２本が記念植樹されました。また、ヤマザクラなど1,300本の植
樹は職員により行われました。

…平成19年合同植樹祭　4月22日　矢谷地区（菊鹿）

山鹿郵便局では郵政記念日(20日)の式典があり、市内で人
力車を引いている山鹿太郎（本名・戸上大一郎）さんと、宗
方屋大和（本名・作田和寿）さんの２人が、人力車で郵便配
達を行いました。
郵便局で、１日郵便局長と外務員に委嘱された二人は、そ

れぞれのタスキを掛け、大正時代をイメージした着物姿の女
性局員を人力車に乗せながら、八千代座や豊前街道沿いの店
舗などに郵便物を配達しました。
郵便物を受け取った女性も、突然の人力車での配達に驚い

た様子で「びっくりしました。でも山鹿の街に似合いますね。
女性の着物姿もきれい」と話しました。

…郵政記念日　４月23日　山鹿郵便局

▲人力車の車夫から郵便物を受け取る八千代座職員



快晴のこの日、小栗郷のデッキテラスでは、新緑コンサー
トが開催され、立ち寄った多くの人の耳や目を和ませました。
目に鮮やかなＴシャツを着た山鹿市民合唱団のさわやかな

歌声に始まり、八代の秀岳館高校の和太鼓部「雅太鼓」の勇
壮な太鼓、他にもマジック、バンド演奏やギターとピアノの
演奏会など披露され、おなじみの曲では、観覧者も一緒に歌
う光景も見られました。
ＧＷ（ゴールデンウィーク）ということもあり、遠方から

の来場者も偶然のイベントに喜んでいました。

…新緑コンサート　５月３日　道の駅かほく「小栗郷」

▲みどりの中で美しい歌声が響きます（山鹿市民合唱団）

「暑いね～」半袖の子どもたちが飛び回る中、鹿央物産
館まつりが賑やかに催されました。暑いこともありヤマメ
のつかみ取りは大盛況。冷たい水しぶきをあげていました。
イベントの中の一つとして、今回は、地元生産のハーブ

を使って、プランタでの寄せ植え講習会も行われ、親子で
体験する姿もありました。ハーブにはそれぞれ特性があり
その説明を聞くと「（ハーブが）大きくなったらこれでお
料理作ってね、おかあさん」と言う子どももいました。
会場は、ゲームあり、ステージ演奏あり、牛乳早飲み大

会ありと１日中楽しむことができました。

…鹿央物産館まつり　５月３日 鹿央物産館周辺

山鹿署管内では、今まで植木地域防犯パトロール隊に１
台しかなかった青色回転灯パトロール車通称「青パト」が、
三玉防犯パトロール隊（渕上孝則隊長）に11台、山鹿市に
４台、くまにちほっとねっと鹿本パトロール隊に９台と計
25台になり、今回その合同出発式がありました。
地域に密着した防犯活動を推進し、「犯罪のない安全で安

心な住みよいまちづくり」を目的に配備されました。
出発式には、三玉小学校４年生から６年生までが出席し、

児童代表の北原日和さんが「パトロールの人たちが、声を
かけてくれるととても安心します。これからもよろしくお
願いします」とお礼を述べました。
出発式の後、隊員らは青パトに分乗して出発。下校の子

どもたちを見守りながら、地域に注意を呼びかけました。

…　青色回転灯パトロール車合同出発式
５月２日　三玉小学校グラウンド

▲まちの安全を守るため巡回よろしくお願いします

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

▲早く大きくなぁれ！

アウトドアに最適の季節となり、各地で山開きが
開催されました。
矢谷渓谷キャンプ場では、遠く京都からの登山愛

好家など、上は80歳から下は4歳まで約250人が参加
して八方ヶ岳(1,052ｍ）の山開きがありました。八
方ヶ岳は初心者にも登りやすくて人気があり、毎年
約１万人の登山者が訪れます。
参加者は、木漏れ日差す木々の中をマイナスイオ

ンをたっぷり浴びながら、ゆっくりと約２時間かけ
て頂上まで登りました。
国見山の山開きでは、登山シーズンの安全を祈願

し神事の後、おもいおもいの自分のペースで山を登
り始めました。強い日ざしの中でも、杉やブナのこ
こちよい木陰の中を登り、山頂近くでは、シャクナ
ゲや椿、そして足元には小さな銀竜草

ぎんりょうそう

（別名＝幽霊
茸）が出迎えてくれました。山頂へは崖を登るので
すが、登山者や地元の参加者は慣れた足取りでよじ
登りました。熊本市内からの参加者は、「毎年参加
しています。緑がきれいかですね～」と感想を述べ
ました。

…八方ヶ岳山開き　(菊鹿）４月29日　
国見山山開き　（鹿北）５月13日　

▲

八
方
ヶ
岳
山
頂
で
記
念
撮
影
！
こ
の
日
は
天
気

も
良
く
遠
く
の
山
々
ま
で
見
渡
せ
ま
し
た

▲『刃物入れの儀』で和紙に切れ目を入れる中島清組合長

８月の山鹿灯籠まつりで奉納される灯籠の制作開始祭が、
灯籠師７人と市議会、商工会議所、観光協会、山鹿市などか
ら約30人が出席してありました。
拝殿でお払いを受けた後、製作開始を告げる『刃物入れの

儀』が行われ、灯籠師組合の中島清組合長（熊入町）が灯籠
の材料となる和紙をカッターで慎重に切り落としました。
徳永正弘灯籠師（下町）は「灯籠制作を始めて50年の節目

となるが、今年も今までと同じように一生懸命作るだけです」
と話しました。
灯籠師７人は、これから灯籠まつりに向け25基の灯籠を制

作します。今年もまつりの準備が本格的に開始されました。

…灯籠制作開始祭　４月24日　大宮神社（山鹿）

▲小雨降る中ていねいに桐の木を植樹する参加者　

みどりの日に、鹿央とみた牧場において植樹祭が開催されま
した。
小雨が降るこの日、県下の中学生50人と、山鹿ライオンズク

ラブ会員などが桐
きり

の木150本を牧場の周囲に植樹しました。
今回の植樹は、とみたファームの代表富田英二さん(千田）

が、桐の木には二酸化炭素を吸収し酸素を生産する力が強く、
土壌や水質の浄化、防虫効果などさまざまな特性がある事を知
り、オーストラリアから苗木を輸入し実施したものです。
あいにくの天気ではありましたが、参加者は桐の木１本１本

を大切に植え付けしました。また、農業経営において環境問題
に配慮した取組をしようとの提案がありました。

…桐の植樹　5月4日　とみたファーム（鹿央）

▲頂上間近のラストスパート　一番の最難関です

▲これが銀竜草



山鹿（山鹿）

長年現場の教職に従事したこ
とはもとより、菊池市教育委
員会指導主事、阿蘇教育事務
所長、県教育委員会事務局な
どを歴任し教育の振興に貢献
したことが認められ受章

山鹿（山鹿） 松尾（菊鹿）

副議長、監査委員、議会運
営委員会委員長、建設常任
委員会委員長等を歴任し市
の産業振興、教育、文化、
福祉の向上に多大な貢献を
したことが認められ受章　

教職の中で教育のみならず
環境整備や文化・スポーツ
などへの尽力、退職後は書
道教室や肥後狂句会の開設
や指導などの社会貢献に尽
力した功績が認められ受章

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

図書館創設以来２年10か月。今回、文部科学大臣表彰を
受章した鹿本図書館。創設以来、ブックスタートや移動図
書、布の絵本制作やボランティアの育成、読み聞かせなど
のおはなし会、子ども読書祭り等いろいろな取り組みが評
価され受章しました。
川添鹿本図書館館長は「『山鹿市鹿本図書館に来たら、

元気になる、ふれ合いがある、温かい！』そんな思いで図
書館をつくっていきます」と語りました。

…文部科学大臣表彰受賞　４月23日　鹿本図書館

健康チェックコーナーの風景

山鹿中央病院（上）と山鹿市

立病院（右）

毎年５月12日は「看護の日」です。市内の病院で
無料で健康チェックができるように病院内に臨時コ
ーナーが作られました。
検査の種類は、身長・体重はもとより血圧・血糖

を測定したり、測定した内容での栄養指導、病気や
介護、看護、福祉についての悩み事の相談コーナー、
介護用品の展示なども設けられ、多くの人が訪れま
した。
病院に診察に来た患者さん以外にも、付き添いで

来た方、たまたま病院の前を通って訪れた方もチェ
ックを受け、自分の健康を再度見つめ直していまし
た。

…無料健康チェック　
５月９日　山鹿市立病院・山鹿中央病院

▲これからも楽しい図書館にしていきます

あいにくの雨となった『子どもフェスティバル』。急

遽会場をグリーンパルスに移しての開催となりました

が、今年も多くの子どもたちの笑顔に会うことができ

ました。まつりの模様をスナップで紹介します。

▲牛乳早飲み大会には家族４人で参加し３人も優勝した家族も！ ▲多くの子どもたちが来てくれました
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▲かわいい灯籠娘に大変身 ▲父の腕の見せ所　竹とんぼ

▲DOYO組のお姉さんたちと
いっしょに歌ったよ

▲親子いっしょにダンスダンス

▲オープニングは菊鹿ジュニア和太鼓クラブの勇壮な太鼓で始まりました

▲うなぎのつかみ取りに悪戦苦闘

▲バルーンで剣作りに挑戦

▲私何を着せられているの↓

▲

▲賞状と記念盾を手にする荒木祥之会長(左)と井口圭祐副会長

このほど『第14回優秀観光地づくり賞』に山鹿温泉観光協
会（会長荒木祥之）が選ばれました。(社)日本観光協会主催。
同賞は、観光による地域振興を積極的かつ効果的に推進し、

他の地域の参考となるような観光地域づくりの成果を生みだ
している団体などを表彰するものです。県内では昨年の黒川
温泉観光旅館協同組合（小国）に次いで２例目。
冬のイベント『山鹿灯籠浪漫・百華百彩』に訪れた審査員

は「地元の学生を交えてのまちづくりはユニークであり、地
元の熱意が感じられる点と地域住民の協力がすばらしい」と
高く評価されました。荒木会長は「市民皆の力でいただいた
賞だと思う」と話しました。

…全国優秀観光地づくり賞　４月23日　山鹿温泉観光協会
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破
損
の
程
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、
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品
自
体
の
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に
保
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や
契
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ど
。
医
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に
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っ
た
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や
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を
用
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。
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ど
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。
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本
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相
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相
談
に
行
く
場
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、
状
況
を
正
確
か
つ
具
体
的
に
把

握
す
る
た
め
に
も
契
約
し
た
当
事
者
が
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
本
人
が
相
談
す
る
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と
が
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難
な
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、
詳
し

い
内
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を
聞
き
取
っ
て
か
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

手
を
替
え
品
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替
え
巧
妙
化
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て
い
ま
す
。
用
心
し

て
い
て
も
「
つ
い
買
っ
ち
ゃ
っ
た
」「
早
く
帰
り
た
く

て
」
な
ど
買
わ
さ
れ
て
し
ま
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こ
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も
あ
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で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
時
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、
早
め
に
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く
だ
さ
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。
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ー
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し
ま
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。
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。
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ほ
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ゅ
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じ

ぞ

う

菊
鹿
町
と
の
境
を
流
れ
る
木
野
川
の
西
側

に
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
、
石
仏
が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
庄
の
放
牛
地
蔵
で
す
。

光
背
上
部
が
欠
落
し
て
い
ま
す
が
、
尊
像
に

は
損
傷
は
あ
り
ま
せ
ん
。

放
牛
地
蔵
に
は
次
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
ま
す
。

〜
酒
好
き
の
父
が
、
酒
の
買
い
置
き
が
な
い

の
に
腹
を
立
て
、
手
に
持
っ
て
い
た
火
吹
き

竹
を
息
子
に
投
げ
つ
け
た
。
そ
れ
が
通
り
が

か
り
の
侍
の
顔
に
あ
た
り
、
父
は
無
礼
討
ち

に
あ
っ
た
。
父
が
殺
さ
れ
た
の
は
自
分
の
親

不
孝
の
せ
い
だ
と
嘆
い
た
息
子
は
、
出
家
し

て
放
牛
と
名
を
改
め
、
享
保
七(

一
七
二
二
）

年
か
ら
百
体
の
石
仏
を
建
立
し
て
、
父
の
菩

提
を
弔
う
悲
願
を
立
て
た
。
〜

庄
の
放
牛
地
蔵
は
建
立
年
代
か
ら
推
定
し

て
八
十
一
体
目
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
建
立
の
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、

熊
日
新
聞
で
は
、『
謎
多
い
放
牛
石
仏
』
と

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

放
牛
は
二
百
数
十
年
を
さ
か
の
ぼ
る
江
戸

中
期
、
享
保
の
大
飢
饉

き
き
ん

の
真
っ
只
中
に
、
今

の
熊
本
に
生
ま
れ
た
人
物
で
す
。
親
を
死
な

せ
た
贖
罪

し
ょ
く
ざ
い

説
の
ほ
か
に
、
大
飢
饉
の
餓
死
者

の
供
養
説
が
浮
上
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

放
牛
地
蔵
の
特
徴
は
『
放
牛
』
あ
る
い
は

『
他
力
』
ま
た
は
『
陀
力
』
と
彫
ら
れ
た
銘

が
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た

り
で
は
鹿
北
町
に
通
ず
る
椎
持
往
還
沿
い
に

点
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
七

城
町
の
水
島
の
信
号
か
ら
少
し
北
側
の
、
ム

ク
ノ
キ
の
下
に
五
十
九
体
目
が
あ
り
、
同
じ

加
恵
に
五
十
一
体
目
、
そ
し
て
南
田
島
に
五

十
体
目
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

地
元
で
は
例
年
五
月
頃
、
蚕
豆

さ
ん
と
う

（
そ
ら

豆
）
で
作
っ
た
あ
ん
こ
を
仏
に
塗
り
、
川

で
洗
う
祭
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
今
は
す
た
れ
て
い
ま
す
。

放
牛
が
建
て
さ
せ
た
地
蔵
は
百
体
を
こ

え
る
そ
う
で
す
が
『
放
牛
地
蔵
研
究
会
』

な
ど
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
現
在
も
発

見
・
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

紹
介
者：

鹿
本
郡
市
文
化
財
保
護
協
会
員

芹
川
　
一
誠
さ
ん

（
鹿
本
町
）

今
年
も
稲
田
小
学
校
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

一
行
が
訪
れ
、
熱
心
に
話
を
聞
き
ま
し
た

▲

放牛地蔵▲30
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５
月
１
日
号
当
コ
ー
ナ
ー
で
「
大
正
11
年
に

交
布
さ
れ
た
」（
本
文
13
行
目
）
と
紹
介
し
た

の
は
、「
大
正
11
年
に
公
布
さ
れ
た
」
の
誤
り

で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

蒙古来襲で活躍した菊池武房から近世初頭までを生き抜
いた菊池一族興亡の歴史。南北朝時代の活躍などを貴重
な史料を駆使して描き、天皇家と幕府に翻弄された武士
一族の姿を探る。

ジェシカ・ウイリアムズ／著　酒井泰介／訳　草思社

世界では30万人の子どもが兵士として戦っている。どう
してこんなことに？明るい話題から深刻な問題まで、50
の切り口で世界のいまとこれからをわかりやすく解説。
2005年刊を若者向けに編み直したビジュアル版。

改定新版　　阿蘇品保夫／著　新人物往来社

狂言の筋書きをもとに、現代の子どもにわかりやすい言
葉を用いて、「絵本として読んでもおもしろい」ことを第
一につくられたシリーズ。数ある狂言の中でも特になじ
み深い演目のひとつ「附子」を紹介。

あささめゆき／絵　もとしたいずみ／文　講談社

《今月は山鹿市中央公民館図書室から》

・おはなし会
日時u６月２日G・９日G・16日G

・23日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u６月５日C・12日C・19日C

・26日C 午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u６月５日C・19日C

午前10時30分から
・特別展示「雨の日を楽しむ

～語ってみませんか～」
期間u６月１日F～16日G

・おはなし会
日時u６月27日D 午後２時30分から

鹿本図書館
u６月４日B・11日B・18日B

25日B・30日G
山鹿市中央公民館図書室
u６月25日B
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

あ
な
た
の
会
社
の

消消
火火
器器
が
狙
わ
れ
て
い
る

★
消
火
器
の
悪
質
訪
問
点
検
に
ご
注
意
！

現
在
全
国
各
地
で
不
適
正
な
点
検
や
、
高
額
請
求
の
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
点
検
を
承
諾
す
る
前
に
、
必
ず
契

約
業
者
で
あ
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

★
不
適
正
点
検
者
の
手
口
は

消
火
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
事
業
所(

工

場
、
ス
ー
パ
ー
、
百
貨
店
、
学
校
、
幼

稚
園
等)

が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
訪
問
前

に
電
話
を
か
け
て
信
用
さ
せ
、
本
社
か

ら
の
依
頼
の
よ
う
に
装
い
ま
す
。
点
検

の
承
諾
を
あ
い
ま
い
に
す
る
と
、
素
早

く
消
火
器
を
回
収
し
、
内
容
を
説
明
せ

ず
に
、
書
面
に
署
名
・
捺
印
を
求
め
て

き
ま
す
。

★
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
消
火
器
業
者
が
訪
問
し
た
際
に
は
、
社
員
証
等
に
よ
り
、

出
入
り
の
消
火
器
業
者
（
契
約
業
者
）
で
あ
る
か
ど
う
か

必
ず
確
認
す
る
。

・
防
火
管
理
者
又
は
防
火
の
責
任
者
に
連
絡
す
る
。

・
契
約
書
等
に
署
名
・
押
印
す
る
前
に
、
必
ず
記
載
内
容
の

確
認
を
行
い
、
代
金
は
そ
の
場
で
支
払
わ
な
い
。

・
消
火
器
の
機
能
点
検
や
薬
剤
の
詰
替
え
に
は
、
防
火
管
理

者
等
が
必
ず
立
ち
会
い
、
点
検
の
内
容
を
確
認
す
る
。

・
消
火
器
の
点
検
や
詰
替
え
の
た
め
に
、
業
者
が
消
火
器
を

持
ち
帰
る
場
合
に
は
、
必
ず
代
替
え
の
消
火
器
を
設
置
さ

せ
る
。

・
悪
質
な
消
火
器
業
者
の
来
訪
に
注
意
す
る
よ
う
、
普
段
か

ら
社
員
や
従
業
員
に
周
知
徹
底
す
る
。

※
不
適
正
な
点
検
や
高
額
請
求
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

警
察
署
、
消
防
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。



平
小
城
保
育
園
　
1
43
‐
６
０
８
４

二
十
数
年
前
、
身
近
で
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
保
護
者
会
と
一
緒
に
始
め
た
夏
祭
り
。
今

で
は
し
っ
か
り
と
地
域
の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
園
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

も
あ
り
、
５
月
く
ら
い
か
ら
企
画
開
始
、
７
月
に
入

る
と
チ
ラ
シ
を
作
り
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
平
小
城

校
区
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

当
日
は
朝
か
ら
、
役
員

さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
ス
テ

ー
ジ
作
り
、
ゲ
ー
ム
や
バ

ザ
ー
の
準
備
で
大
忙
し
で

す
。
始
ま
る
前
か
ら
園
児

や
卒
園
児
の
小
学
生
が
集

ま
り
始
め
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
自
分
た
ち
で
作
っ

た
お
み
こ
し
担
ぎ
で
始
ま

り
、「
ひ
ら
お
ぎ
保
育
園

音
頭
」
で
総
踊
り
。
そ
の
後
は
バ
ザ
ー
と
ス
テ
ー
ジ

で
の
ゲ
ー
ム
や
出
し
物
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
す
。

地
元
の
鶴
城
中
生
徒
に
よ
る
『
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
』

が
出
し
物
の
と
り
を
飾
り
ま
す
。

時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
地
域
の
方
や
校
区
外
に
住

ん
で
い
る
卒
園
児
が
子
ど
も
を
連
れ
遊
び
に
来
て
く

れ
ま
す
。
最
近
で
は
近
く
の
温
泉
の
お
客
さ
ん
ま
で

お
い
で
に
な
り
ま
す
。

中
・
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
退
職
さ
れ
た
先

生
や
元
役
員
さ
ん
、
そ
し
て
保
護
者
や
地
域
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
毎
年
盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
こ
と

に
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
『
保
育
園
の

夏
祭
り
』
が
『
地
域
の
祭
り
』
と
な
り
、
巣
立
っ
て

い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
『
ふ
る
さ
と
の
祭
り
』
に
な

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
素
朴
で
温
か
い
平

小
城
保
育
園
の
夏
祭
り
に
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

本
年
は
８
月
４
日(

土
）
午
後
六
時
〜
八
時
半
ま
で

岩
野
保
育
園
　
1
32
‐
２
２
３
０

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
岩
野
地
区
の
良
さ

を
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ
し
た
子
ど
も
た
ち

を
育
て
た
い
と
の
思
い
で
、
岩
野
地
区
の
老
人
会
の

協
力
を
得
て
交
流
の
機
会
を
も
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
地
域
の
歴
史
や
伝
承
遊
び
な
ど
を
教
え

て
頂
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
い
く
中
で
、

「
こ
の
鹿
北
岩
野
で
育
っ
て
良
か
っ
た
。」『
自
分
の
ふ

る
さ
と
』
を
誇
り
に
思
え
る
大
人
に
な
っ
て
欲
し
い

と
の
願
い
か
ら
で
す
。
ま
た
、
老
人
会
の
方
々
に
も

伝
え
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
お
互

い
の
存
在
感
を
認
め
合
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
昼
食
も
共
に
取
る
こ
と

で
、
よ
り
一
層
近
い
関
係
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。

保
護
者
の
方
に
も
、
こ
の
交
流
が
い
か
に
大
切
か

と
い
う
こ
と
を
、
子
ど
も
の
様
子
や
変
化
を
通
し
て

感
じ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
岩
野
保
育
園
に
遊
び
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
？
元
気
な
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い
ま
す
。

城
北
ア
ソ
カ
保
育
園
　
1
48
‐
２
１
２
９

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
挨
拶
で
体
操
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
年
長
児
さ

ん
に
な
っ
て
初
め
て
の
体
操
教

室
に
、
み
ん
な
と
っ
て
も
は
り

き
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の

日
は
、
マ
ッ
ト
運
動
で
ブ
リ
ッ

ジ
や
前
転
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
体
操
教
室
が
大

好
き
！
先
生
か
ら
「
す
ご
い
ね

〜
！
」「
で
き
た
ね
！
」
と
褒

め
ら
れ
る
と
、
と
び
き
り
の
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。

城
北
ア
ソ
カ
保
育
園
で
は
、
４
・
５
歳
児
の
子
ど

も
た
ち
が
、
年
間
を
通
し
て
月
に
２
回
、
幼
児
体
育

専
門
の
先
生
の
指
導
の
も
と
体
操
教
室
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
体
操
教
室
の
日
は
朝
か
ら
体
操
服
を
着
て
、

先
生
が
来
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

マ
ッ
ト
運
動
、
鉄
棒
、
水
泳
、
な
わ
と
び
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、
体
操

教
室
を
通
じ
て
、
身
体
的
な
向
上
と
共
に
話
を
聞
く

力
や
集
中
力
、
お
友
達
と
励
ま
し
あ
い
協
力
す
る
こ

と
な
ど
も
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願
い

ま
す
。

ご
家
庭
で
も
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
簡
単
に
楽
し
く

で
き
る
運
動
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
腕
の
力
と
回
転
感
覚
を
身

に
つ
け
る
運
動
【
逆
上
が
り

な
ど
に
役
立
ち
ま
す
】

子
ど
も
の
手
を
下
か
ら
握
り
、

ひ
ざ
を
軽
く
曲
げ
て
子
ど
も

が
ひ
ざ
に
足
を
か
け
て
ひ
ざ

を
蹴
る
よ
う
に
し
て
回
し
ま

す
。(

手
は
、
子
ど
も
に
大
人

の
親
指
を
握
ら
せ
る
と
力
が

入
っ
て
手
が
離
れ
ず
安
全
で

す
。）

▲地域のおばあちゃんからもらった『ひともじ』
をみんなでそろえおいしく食べました

▲昨年の夏祭りスナップ

山鹿市次世代育成支援行動計画

ーかがやく次代
やまが

の未来
ひ と

づくり

『ちくちくクラブ』は鹿本子育て支援センターで、
毎週火曜日の午前中に活動しているママたちの自主サ
ークルです。
最初、仲良しのママたちで子どもたちのおもちゃや

リュックを自宅で作っていました。センターで作品を
見た他のママたちも「作りたい！」との声でセンター
を借りての活動がスタートしました。
子どもの遊べるおもちゃ、身の回りの物を作りなが

ら、悩みや情報なども交換できる場として現在も続い
ています。
ママたちの自主サークルなので、お互いに子どもた

ちを見ながらの活動です。月に一度は反省会も行いな
がら、子どもたちもママたちも元気に楽しくなるよう
に心がけています。
みんなで作った決まりごとを守っていただける方は

どなたでも参加自由ですので、いつでも遊びに来てく
ださい。

…鹿本子育て支援センター　146-2635

利用料金が平成19年４月より減額になりました。
★　利用料金(１日）
市内に住んでいる方　　　　　　　1,000円
市外に住んでいて市内勤務の方　　2,000円
※５時間未満の預かりは、上記料金の半額になります。

★　利用時間
月曜～土曜日　　午前８時～午後６時
日曜・祝日　　　休み

…山鹿市病後児保育室　143-1281問合せ

問合せ

あなたもかたらんね　一枚の写真「かてて大賞」
と「優秀賞」が決まりました。たくさんのご応募あ
りがとうございました。一般の方からの投票で大賞
他、６作品が決定しました。今月から３回に分けて
ご紹介します。

かてて大賞
タイトル：「初めての海」

朝倉辰巳さん（鹿央町合里）

「しょっぱかったね　でも楽しかったね」

かてて大賞
タイトル：「コレアゲル」

長迫　貴さん（熊入町）

「仲良しの姉弟。いつまでも仲良くね」

何よりの元気をくれる子どもたちの笑顔、この笑
顔がずっと続きますように！
地域みんなで見守っていきましょう。

保護者　豊田恵美



このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意

・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）

〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

小学校・中学校の話題をお届け！

田
添
　
洋
さ
ん

今
年
４
月
30
日
埼
玉
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
極
真
空
手
全
日
本
青
少
年
大
会

に
お
い
て
、
極
真
山
鹿
道
場
の
内
藤
大

暉
く
ん
（
山
鹿
小
６
年
）
が
小
学
６
年

新
人
の
部
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

全
国
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も
千
人

を
超
え
る
選
手
が
出
場
し
た
今
大
会
。

170
cm
を
超
え
る
相
手
を
下
し
て
の
優
勝

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

嬉
し
く
て
投
稿
し
ま
し
た
。

投
稿

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

鶴城中学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

投
稿

下
本
分
地
区
　
区
長

木
村
親
正
さ
ん

（
山
鹿
市
菊
鹿
町
木
野
）

全校生徒１１６名、山鹿市では一番小さな中学
校ですが、さまざまな体験活動（茶摘み、梅ちぎ
り、栗拾い、米作り、保育体験、ボランティア活
動、老人会とのグランドゴルフなど）があり、生
徒全体が仲良く、いつも笑顔あふれる鶴城中学校
です。
教育目標として「豊かな情操と知性を持ち、心

身共に健康でたくましい生徒」を掲げ、「やさしさ
や思いやりのある生徒、確かな学力を身につけた
生徒、心も体も健康でたくましい生徒」を育てる
べく、全職員一丸となって教育活動に取り組んで
います。

平
成
19
年
度
本
地
区
の
地
域
活
動
計

画
の
一
つ
に
、「
福
祉
防
災
活
動
と
矢
旗

祭
り
」
が
あ
る
。

こ
の
活
動
の
ね
ら
い
は
、「
地
域
に
矢

旗
を
飾
っ
て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
健

康
を
願
う
と
と
も
に
、
情
報
伝
達
と
声

か
け
運
動
を
行
い
な
が
ら
区
民
全
体
の

連
帯
感
を
深
め
融
和
を
図
る
機
会
と
す

る
」
と
し
て
い
る
。

矢
旗
飾
り
は
昨
年
か
ら
は
じ
め
た
が
、

今
年
は
３
月
か
ら
オ
フ
ト
ー
ク
を
通
し

て
菊
鹿
全
地
区
に
、「
矢
旗
提
供
」
を
お

願
い
し
た
。

お
寄
せ
頂
い
た
矢
旗
と
昨
年
飾
り
つ

け
て
手
を
加
え
た
も
の
も
合
わ
せ
て
24

本
の
矢
旗
を
飾
り
、
福
祉
防
災
活
動
と

矢
旗
祭
り
に
備
え
た
。

（1）
４
月
15
日
A
矢
旗
飾
り

午
前
８
時
か
ら
作
業
を
開
始
し
た
。

竹
切
り
グ
ル
ー
プ
、
穴
掘
り
グ
ル
ー

プ
の
作
業
が
午
前
中
続
く
。

い
ず
れ
も
長
時
間
を
要
し
、
竹
の
切

り
出
し
、
穴
掘
り
や
杭
打
ち
で
腕
が
痛

く
な
っ
て
も
作
業
は
続
く
。
心
配
し
た

雨
は
上
が
り
汗
が
し
た
た
る
。

正
午
に
は
昼
食
の
た
め
各
家
庭
に
戻

る
。
終
了
は
遅
く
な
り
そ
う
な
予
感
が

す
る
。
午
後
１
時
か
ら
再
開
す
る
と
昨

年
度
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
く
。
竹

に
矢
旗
を
通
す
人
た
ち
の
作
業
も
ス
ム

ー
ズ
だ
。
準
備
さ
れ
場
所
に
運
ぶ
。
穴

に
差
し
込
み
立
て
る
人
た
ち
。
す
ぐ
番

線
で
固
定
す
る
人
た
ち
。
竹
の
根
も
と

に
土
を
入
れ
な
が
ら
き
ち
ん
と
し
て
い

く
人
た
ち
。
ア
ッ
と
い
う
間
に
24
本
が

立
ち
上
が
っ
た
。

記
念
撮
影
に
並
ぶ
み
ん
な
の
表
情
は

明
る
い
。

（2）
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
防
災
訓

練
と
矢
旗
祭
り

正
午
か
ら
の
矢
旗
祭
り
に
先
立
ち
、

頭
合
地
区
29
戸
87
名
の
避
難
訓
練
を
行

っ
た
。

そ
の
要
領
は
次
の
と
お
り
。

q
午
前
10
時
30
分
災
害
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
、
消
防
団
員
が
積
載
車
で

区
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
る
。

w
区
民
が
避
難
場
所
（
矢
旗
飾
り
付
近
）

に
集
合
し
、
班
毎
に
班
長
の
も
と
に

整
列
す
る
。

e
班
長
は
人
員
を
確
認
し
、
そ
の
状
況

を
区
長
に
連
絡
す
る
。

r
広
域
消
防
本
部
東
分
署
長
の
講
評
を
　

受
け
る
。

t
避
難
場
所
に
準
備
し
た
炊
き
出
し
の

お
に
ぎ
り
を
受
け
取
る
。

▲

平
小
城
保
育
園
で
の
保
育
体
験

▲

老
人
会
と
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▲

立
志
式
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

そ
の
後
、
矢
旗
祭
り
へ
と
展
開
し
た
。

こ
う
し
て
４
月
１
日
に
設
立
さ
せ
た

福
祉
防
災
活
動
を
推
進
す
る
機
会
と
し

て
設
定
し
た
。

矢
旗
を
ご
提
供
頂
い
た
方
々
に
感
謝

し
ま
す
と
と
も
に
、
山
鹿
市
民
は
も
ち

ろ
ん
、
多
く
の
人
に
見
て
頂
き
た
い
。

胸にゼッケン、頭の上には色とりどりの風船をつけた一行が、
道路を楽しそうに歩いています。これは４月29日(昭和の日）に行わ
れた、山鹿総合スポーツクラブ主催の『うき・うき・ウォーキング』
の様子です。
このイベントには親子連れなど96人が参加。カルチャースポーツセ

ンターをスタートし、日輪寺公園の頂上を折り返すコースで、途中の
チェックポイントではクイズに答えながら、気持ちよい汗を流しまし
た。友人と参加した堤裕子さん（山鹿市中）と円花

ま ど か

さん(９歳）好伽
す み か

さん(５歳）家族は、「普段は総合スポーツクラブでエアロビクスに参
加しています」と裕子さん。「歩くのはつらいけど楽しい。お昼ごは
んが楽しみ」と円花さん、好伽さんが笑顔で話してくれました。
カルチャースポーツセンターに帰ってきた参加者は、輪投げなどの

レクリエーションを楽しんだあと、おにぎりやだご汁の昼食をおいし
くいただきました。

▲「答えばおしえてよ～」チェックポイントでクイズを楽しむ参加者

▲初めて参加した堤裕子さん好伽さん(左）円花さん(右）



B
は
、
市
県
民
税
第
１
期

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
の
納

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

６
月
27
日
D
・
28
日
E

29
日
F

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

平
成
19
年
に
金
婚
を
迎
え
ら
れ
る
方

の
調
査
を
、
嘱
託
員
お
よ
び
老
人
ク
ラ

ブ
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
鹿
央
地
区
・
鹿
本
地
区
を
除
く
）

今
回
該
当
さ
れ
る
方
は
、
昭
和
32
年

に
結
婚
ま
た
は
同
居
し
、
満
50
年
を
迎

え
る
ご
夫
婦
で
す
。

な
お
、
鹿
央
地
区
・
鹿
本
地
区
の
方

の
申
込
は
、
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

…
い
き
が
い
推
進
課
課

1
43
‐
０
０
５
２

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

期間中、調査員が伺いますのでよろしくお願いしま
す。
実施期間u６月１日F～７月31日C

調査内容u世帯・健康・介護・所得・貯蓄のこと
について

…福祉課　1４３‐１１６７

社
会
保
険
庁
で
は
、
今
年
３
月
か
ら

35
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
へ
（
４
月

生
ま
れ
の
方
か
ら
）
年
金
加
入
状
況
等

を
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し

た
。
す
で
に
35
歳
を
超
え
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
来
年
度
か
ら
開
始
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。（
加
入
期
間
が
共
済

年
金
の
み
の
方
、
国
外
在
住
の
方
は
対

象
外
）

…
国
保
年
金
課
1
43
‐
１
５
３
０

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

1
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

６
月
14
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ 社

会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時u

６
月
13
日
D
・
27
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

慰
藉
の
念
を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し

ま
す
。

対
象
者u

・
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者

・
戦
後
、
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑

留
さ
れ
た
方

・
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら

引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
（
本
人
）

※
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等

を
受
け
た
方
、
書
状
等
の
請
求
を
し
　

な
か
っ
た
方
も
対
象

請
求
期
間u

Ｈ
21
年
３
月
31
日
C

※
請
求
書
は
、
市
役
所
本
庁
福
祉
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に
あ
　

り
ま
す
。

…
福
祉
課
　
1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

問合せ

現
在
児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
は
、

引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
の
確

認
の
た
め
、
現
況
届
の
手
続
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
付
を
以
下
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
な
い
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

q
通
知
書

w
印
鑑

e
健
康
保
険
証

【
今
年
１
月
２
日
以
降
に
山
鹿
市
に
転

入
さ
れ
た
方
】

q
〜
e
以
外
に
、
前
住
所
地
の
所
得

証
明
（
児
童
手
当
用
）

※
前
住
所
地
の
市
役
所
（
役
場
）
等
で

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

…
子
育
て
支
援
課

1
43
‐
１
５
１
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

（
上
記
と
同
じ
）

問
合
せ

受付日u６月14日E・15日F

時間u９：00～19：00

山鹿地区
鹿北地区
菊鹿地区
鹿本地区
鹿央地区

本庁
鹿北総合支所
菊鹿総合支所
鹿本総合支所
鹿央総合支所

１階会議室
市民福祉課
市民福祉課
市民福祉課
市民福祉課

地区名 氏　名 電　話

山　鹿

鹿　北

菊　鹿

鹿　本

鹿　央

藤森　純也
近藤　安隆　
野満　孝子
松江　和子
古川　芳史
石貫　若継
東　　正隆
原口　嗣春
萩尾　一寿
福永　文子　
江藤　朝子
小山　　洋

43-3557
43-6547
43-3638
43-3796
32-4088
32-2618
48-3837
48-9927
46-2938
46-4394
36-2672
36-2834

山鹿市人権擁護委員名簿

困りごと、心配ごとがありましたら、
次の人権擁護委員が相談をお受けします。
相談は無料で、秘密は固く守られます

ので、お気軽にご相談ください。
…人権啓発課　 1４３‐１１９９問合せ

ス
ト
ー
マ
（
人
工
肛
門
・
膀
胱
）
で

困
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
て
い
る
方
、
そ

の
ご
家
族
、
こ
れ
か
ら
治
療
を
受
け
ら

れ
る
方
を
対
象
に
ス
ト
ー
マ
専
門
外
来

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
日u

毎
月
第
３
火
曜
日
（
予
約
制
）

午
後
１
時
半
〜
午
後
４
時
半

担
当u

外
科
の
医
師

専
任
の
看
護
師
（
２
人
）

相
談
内
容u

皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
、
排
便

排
尿
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

装
具
に
関
す
る
こ
と
等

※
年
２
回
「
患
者
の
集
い
」
も
開
催
中

…
山
鹿
市
立
病
院
ス
ト
ー
マ
外
来

1
44
‐
２
１
８
５
（
内
線
161
）

問
合
せ

今年、３月25日に能登半島で発
生した地震の義援金を受け付け
ます。
受付期限u９月28日Fまで

…福祉課　　
1４３‐１１６７

【受付口座】
郵便振替　
口座番号：００７８０ー１ー３
加入者名：日本赤十字社石川県支部
※通信欄に「平成19年能登半島地震義援金」
と明記のこと

問合せ

有
害
獣
の
農
作
物
被
害
防
止
の
た
め

の
電
気
防
護
柵
導
入
の
た
め
の
助
成
金

申
請
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
で
の
申
請
か
ら
「
Ｊ
Ａ
鹿
本
お

よ
び
鹿
本
森
林
組
合
が
取
り
ま
と
め
て

申
請
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

補
助
対
象
者u

・
市
内
の
農
業
経
営
者

（
親
子
関
係
の
場
合
経
営
移
譲
者
）

・
共
同
購
入
の
場
合
そ
の
代
表
者

補
助
対
象
経
費u

電
気
柵
本
体
１
台
も
し
く
は
１
セ
ッ

ト
購
入
に
要
す
る
経
費

（
本
体
を
含
ま
な
い
資
材
の
み
は
対

象
外
）

補
助
台
数u

年
間
１
台

補
助
金
額u

経
費
の
３
分
の
１
（
100
未
満
切
捨
て
）

た
だ
し
上
限
２
万
円
ま
で

…
Ｊ
Ａ
鹿
本
各
営
農
セ
ン
タ
ー

山
鹿
1
43
‐
０
７
０
８

鹿
北
1
32
‐
２
７
９
０

菊
鹿
1
48
‐
３
１
３
２

鹿
本
1
46
‐
４
４
７
８

鹿
央
1
36
‐
３
７
１
３

鹿
本
森
林
組
合

売
店
（
鹿
北
）
1
32
‐
２
７
９
２

菊
鹿
支
所
1
48
‐
９
０
３
１

問
合
せ



相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

６
月
１
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
８
日
F

e
消
費
生
活
相
談u

６
月
15
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

６
月
７
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
14
日
E

e
司
法
相
談u
６
月
21
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

６
月
６
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
13
日
D

e
法
律
相
談u

６
月
20
日
D
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

６
月
５
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
12
日
C

e
警
察
相
談u

６
月
19
日
C
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

６
月
４
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

６
月
11
日
B

e
心
の
悩
み
相
談u

６
月
18
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

初
心
者
向
け
で
す
。

日
時u

６
月
よ
り
開
始

毎
週
水
曜
（
月
４
回
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所u

ロ
フ
ト
孫
平
（
丸
亀
醤
油
２
Ｆ
）

※
料
金
や
詳
細
に
関
し
て
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

…
中
園

1
092
‐
515
‐
７
１
０
２

問
合
せ
・
申
込

自
宅
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
し

て
受
講
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。

対
象u

重
度
の
肢
体
不
自
由
者
、
内
部

障
害
者
、
精
神
障
害
者

訓
練
期
間u

７
月
３
日
C
〜
９
月
28
日
F

・
月
に
１
〜
２
回
熊
本
市
で
実
施
す
る

ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
出
席

定
員u

10
人

内
容u

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
、
ワ
ー

プ
ロ
・
表
計
算
基
礎
と
応
用
力

を
身
に
つ
け
、
在
宅
就
職
を
目

指
す
訓
練

教
材
費u

不
要

募
集
期
間u

６
月
18
日
B
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
パ

ソ
コ
ン
設
置
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
操
作

お
よ
び
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
る
こ

と
が
必
要…

熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

1
096
‐
378
‐
０
１
２
１

問
合
せ

【
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
・
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ヨ

ー
ガ
】

練
習
日
時u

毎
週
木
・
金
曜

木
曜
　
午
後
８
時
〜
９
時

金
曜
　
午
後
１
時
半
〜
２
時
半

場
所u

鹿
本
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

【
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
】

練
習
日
時u

毎
週
月
曜
　
午
後
１
時
〜
２
時

場
所u

ゆ
〜
か
む
プ
ー
ル
（
鹿
北
）

…
山
下1

44
‐
３
４
８
５

問
合
せ
・
申
込

中
高
齢
の
方
に
仕
事
の
相
談
、
紹
介

等
を
し
ま
す
。

対
象
者u

概
ね
65
歳
以
上
の
方

（
60
歳
以
上
も
可
）

【
鹿
本
職
業
相
談
所
】

日
時u

毎
週
火
曜
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所u

山
鹿
保
健
所
1
43
‐
６
５
４
２

【
菊
池
職
業
相
談
所
】

日
時u

毎
週
月
・
水
・
金
曜
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

菊
池
保
健
所
1
24
‐
２
１
２
５

…
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

1
096
‐
353
‐
２
３
２
２

問
合
せ

子
育
て
支
援
の
輪
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
？

日
時u

６
月
16
日
G

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時

場
所u

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
視
聴
覚
室
）

募
集
人
数u

30
人

募
集
期
間u

６
月
12
日
C
ま
で

講
座
内
容u

q
子
ど
も
の
発
達
や
関
わ
り
方

w
子
ど
も
の
健
康
・
事
故
と
安
全

e
子
ど
も
の
遊
び
と
遊
ば
せ
方

r
子
育
て
支
援
情
報
・
フ
ァ
ミ
サ
ポ

事
業
説
明

※
受
講
後
子
育
て
支
援
事
業
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
活
動

が
で
き
ま
す
。

※
子
育
て
中
の
方
も
大
歓
迎

…
や
ま
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
支
所
）

1
44
‐
８
８
０
０

申
込
・
問
合
せ

受
験
資
格u

Ｓ
61
年
４
月
２
日
〜
Ｈ
２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

試
験
程
度u

高
校
卒
業
程
度

申
込
書
受
付
期
間u

６
月
26
日
C
〜
７
月
３
日
C

（
通
信
日
付
印
有
効
）

第
一
次
試
験u

９
月
９
日
A

※
申
込
用
紙
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
　

あ
り
ま
す
。

…
人
事
院
九
州
事
務
局

1
092
‐
431
‐
７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

1
096
‐
354
‐
６
１
７
１

山
鹿
税
務
署1

44
‐
２
１
８
１

問
合
せ

33

古
代
米
（
赤
米
・
黒
米
）
の
田
植
え

と
収
穫
を
通
じ
て
、
食
べ
物
の
大
切
さ

や
農
業
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

日
時u

６
月
24
日
A

雨
天
決
行

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

場
所u

方
保
田
東
原
遺
跡

（
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
そ
ば
）

募
集
人
数u

年
間
４
回
参
加
で
き
る

親
子
15
組
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料u

ひ
と
り
　
500
円

申
込
締
切u

６
月
15
日
F

※
夏
に
観
察
会
、
秋
に
収
穫
祭
を
　

予
定

※
申
込
時
に
詳
し
い
資
料
を
送
付

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

1
46
‐
５
５
１
２

申
込
・
問
合
せ

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
外
国
の

方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
家
庭

・
外
国
語
が
で
き
る
日
本
人
の
方

・
日
本
語
が
堪
能
な
外
国
人
の
方

な
ど
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方
、
関

心
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

登
録
後
は
、
国
際
交
流
の
機
会
ご
と

に
市
よ
り
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

※
８
月
中
旬
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ク
ー

マ
市
か
ら
高
校
生
が
訪
問
予
定

…
企
画
課
地
域
振
興
係

1
43
‐
１
１
１
４

申
込
・
問
合
せ

▲国際交流のワンショット

身体障がい者（児）に関する相談全般を受けます。
事前予約（電話受付可）が必要です。
日時u６月28日E

12：00～14：00 受付
場所u山鹿健康福祉センター

…いきがい推進課　　　1４３‐００５２　問合せ

相談は無料ですのでお気軽にお越しください。
秘密は堅く守られます。
事前にご連絡ください。
日時u毎週月・火・木・金曜日

９：00～16：00
場所u本庁福祉課
内容u家庭や児童についての相談

…福祉課　　　1４３‐１１６７問合せ



開催日 行　事　名 時間 料金

午前

午前

関係者

関係者

13日D

16日G

ＪＡ共済「親と子の交流安全ミュ
ージカル」魔法園児マモルワタル
熊本県立高等学校文化連盟写真部
撮影会

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

３日A

10日A

17日A

24日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
６
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

井上小児科医院／かもと整形外科医院
幸村医院
山鹿温泉リハビリテーション病院
きくか松岡クリニック
徳永循環器科内科医院／大山産婦人科医院
山鹿回生病院／さがわ医院

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
油彩、水彩の風景、静物近作を約20点展示　
期間u６月１日F～15日Fまで

k
会員の作品18点を展示　
期間u６月16日G～30日Gまで

（最終日はそれぞれ15：00まで）

k
渡辺伸子　和紙や古布を張った小物とかご
期間u６月１日F～６月19日Cまで
Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休・第２火曜日）

k
期間u６月１日F～15日Fまで

k
ー「夢」と「輪」に広がる遊び心ー
期間u６月16日G～30日Gまで

「万葉の風」鹿央物産館（常設展示場）1３６‐３８３８
時間u10：00～17：00 （月曜定休）

日
時u

６
月
20
日
D

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

環
境
の
日

「
手
作
り
キ
ャ
ン
ド
ル
を
創
り
ま
し

ょ
う
」

〜
100
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
支
援
し
て
〜

講
師u

野
田
洋
市
氏
（
野
田
武
一
商
店
）

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す

…
法
事
の
館
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

日
時u

６
月
24
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
を
中
心
に
心
の
幸
せ

を
学
び
ま
す
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

開
催
期
間
、
間
近
で
熱
戦
を
観
戦
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間u

６
月
16
日
G
〜
23
日
G

午
前
８
時
半
　
試
合
開
始

場
所u

山
鹿
市
民
球
場

藤
崎
台
県
営
野
球
場

入
場
料u

一
般
　
　
　
　
700
円

中
・
高
校
生
　
300
円

小
学
生
以
下
　
無
料

…
山
鹿
市
民
球
場

1
43
‐
０
０
８
９

問
合
せ

今年度より、所得税（国）から住民税（地方）
への税源移譲（６ページ参照）と納税者の公平性
を図るため、熊本県と協定を締結し、徴収対策の
専門チームを組織しました。
今後、県職員が市の職員として徴収業務に従事
し、滞納者に対して、法令に基づく滞納処分「不

動産・動産（自
動車、電化製品、
貴金属等）・債
権（給与、預貯
金、生命保険等）
の差押、捜索お
よび公売」を強
化します。

税務職員と偽って、「○○さんの滞納額が○○
円ありますので払ってください」と言って戸別訪
問徴収に来て、お金を騙し取るケースが隣市（町）
で発生しました。以下に注意して対応してくださ
い。
★市税の訪問徴収は、税務課職員と納税相談員
以外は行いません。
★徴収の時には、「徴収吏員証」または「納税
相談員証」を確認してください。
★領収書は、納付通知書兼領収書を発行。
また、手書きの領収書の場合は、「山鹿市分
任出納員」の領収印を確認してください。
★領収書には、税目・期別・税額・督促・延滞
金・合計の欄があります。（市販の領収書は、
一切使用しません。）

【
ケ
モ
ノ
い
つ
ど
こ
調
査
】

「
山
鹿
市
環
境

基
本
計
画
」
の
中

で
、
自
然
環
境
調

査
を
し
て
い
ま

す
。夜

に
活
動
す
る

ほ
乳
類
（
ケ
モ
ノ
）
を
含
め
、
多
く
の

情
報
を
集
め
る
た
め
「
ケ
モ
ノ
い
つ
ど

こ
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
対
象
動
物u

シ
カ

情
報
内
容u

・
「
い
つ
」「
ど
こ
で
」
見
た
の
か

・
「
角
（
ツ
ノ
）
の
有
無
」

（
な
ど
を
詳
細
に
）

※
写
真
な
ど
の
記
録
が
あ
れ
ば
提
供
く

だ
さ
い
。

【
ホ
タ
ル
調
査
】

自
然
環
境
保
全

の
象
徴
と
し
て
ホ

タ
ル
の
棲
息
地
区

の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

調
査
内
容u

・
ホ
タ
ル
が
よ
く
発
生
す
る
場
所

・
今
年
は
ど
れ
く
ら
い
発
生
し
た
か

…
〒
８
６
１
‐
０
５
０
１

山
鹿
市
山
鹿
２
０
５
７

環
境
課
（
山
鹿
浄
水
セ
ン
タ
ー
内
）

1
43
‐
７
２
１
１
　

5
43
‐
０
７
５
７

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

kankyoh@
city.yam

aga.lg.jp

多
く
の
種
類
の
花
し
ょ
う
ぶ
を
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時u

６
月
９
日
G

場
所u

道
の
駅
か
ほ
く
「
小
栗
郷
」

内
容u

・
野
点
300
円
（
※
先
着
300
人
）

（
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
）

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

…
道
の
駅
か
ほ
く
「
小
栗
郷
」

1
32
‐
４
１
１
１

問
合
せ

テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ

Ｖ
）
を
利
用
し
て
の
授
業
で
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん

募
集
期
間u

６
月
15
日
F
〜
８
月
15
日
D

【
教
養
学
部
】

履
修
・
入
学
料u

・
全
科
履
修
生
　
２
２
、
０
０
０
円

・
選
科
履
修
生
　
　
８
、
０
０
０
円

・
科
目
履
修
生
　
　
６
、
０
０
０
円

（
共
通
授
業
料
１
単
位
５
、
５
０
０
円
）

※
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
選
科
・
科
目
履

修
生
に
入
学
可

※
全
科
履
修
生
は
短
大
専
門
学
校
な
ど

か
ら
の
編
入
可

【
大
学
院
】

履
修
・
入
学
料u

・
修
士
選
科
生
　
１
６
、
０
０
０
円

・
修
士
科
目
生
　
１
２
、
０
０
０
円

（
共
通
授
業
料
１
単
位１１

、
０
０
０
円
）

※
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
選
科
・
科
目
履
　

修
生
に
入
学
可

※
全
科
履
修
生
は
短
大
専
門
学
校
な
ど

か
ら
の
編
入
可

…
〒
８
６
０
‐
８
５
５
５

熊
本
市
黒
髪
２
‐
40
‐
１

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
341
‐
０
８
６
０

問
合
せ

一
足
早
く
夏
を
先
取
り
！

日
時u

６
月
16
日
G

午
前
10
時
オ
ー
プ
ン

場
所u

山
鹿
市
民
プ
ー
ル

…
地
域
振
興
公
社

1
43
‐
０
１
１
１

問
合
せ

問
合
せ

６
月
か
ら
開
催
し
ま
す
「
脳
の
健
康

教
室
」
で
、
高
齢
者
に
対
す
る
助
言
や

指
導
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
「
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
者u

・
お
お
む
ね
70
歳
ま
で
の
市
民
の
方

・
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
増
進
に
理
解

の
あ
る
方

活
動
場
所u

「
か
よ
い
堂
」

（
現
在
の
堀
川
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
）

活
動
日u

６
月
13
日
D
か
ら
12
月
ま
で

毎
週
水
曜

午
前
中
３
時
間
程
度

…
社
会
福
祉
法
人
福
寿

会
「
脳
の
健
康
教
室
」
係
担
当
隈
部

1
096
‐
358
‐
４
１
１
７

問
合
せ
・
申
込

期間u６月16日G～８月31日F

監視員年齢u16歳～49歳
募集人員u12人程度
募集期間u６月１日F～29日F

（定員になり次第締切）
※電話連絡後履歴書（写真添付）を持参

…地域振興公社　　1４３‐０１１１問合せ

衣服を着たままの状態で水難事故に遭遇した
場合の自己対処法
日時u６月16日G 14：00～
場所u市民プール（大プール）
募集対象者u小学生以上の親子（25組程度）
募集期間u６月１日F～
※定員になり次第締切
※入場料無料

…地域振興公社　　1４３‐０１１１問合せ

▲自動車差押中の写真



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

（H18.９.２生れ）

中富（鹿本）

Qわたしから一言
みて！みて！私ひとり
でおすわりできたよ！

Q兄から弟にメッセージ
早く一緒に遊ぼうね！

（H17.11.19生れ）

（H19.１.18生れ）

鹿校通（山鹿）

Qぼくから一言
ひいじいちゃん、ひいば
あちゃん何日も重たいぼく
の子守をありがとう。恩返
しするから長生きしてね！

（H18.８.２生れ）

石（山鹿）

問合せ

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

整った形であるはずの赤血球や白血球が上手く変形でき
ず毛細血管を通りにくくなったり、血小板が必要以上に凝
集して血管につまったり、白血球が粘着しやすくなった状
態・・・・・これを と言います。
ドロドロ血液は、体にとってさまざまな病気を引き起こ
します。血圧や血栓など命に関わることにもなりかねませ
ん。
そこでこんな予防ポイント・・・
ポイント１「運動で血液サラサラ」
運動で血管の中をきれいにお掃除！血液の循環が良く
なると体中の老廃物も押し流されます。
ウォーキング、水中ウォーキングなど有酸素運動がお　
勧めです。水中ですと特に足に負担がかからず腰痛膝痛　
の方にもＯＫ。適度な水圧効果も身体にはいいです。
どこででもできる「血液サラサラ体操」（注１）もいい

ので試してみてください。やってみると意外に運動量が
ありますよ。
ポイント２「タバコと血液」の関係を知る
タバコの中のニコチンがアドレナリンの量を増やし、
そのアドレナリンが血小板を凝固させ白血球も粘着しや　
すい状態にしてしまいます。
ポイント３「食事は大切です」
規則正しい食生活をしてたくさんの種類の食品をバラ　
ンスよく摂りましょう。偏った食事、ストレス、過度の　
飲酒でドロドロが促進！食事は毎日３度摂るものですか　
ら、気をつけたい一番のポイントかもしれません。

（注１）「血液サラサラ体操」
仰向けになって寝転がり、全身の力を抜いて、手足を上
げてブルブル振ります。

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

鹿本郡市歯科医師会では、歯の衛生週間に合わせて、
無料歯科健診を開催します。
身体をつくってくれる食べ物、おいしくいただいていま
すか？食べ物の入り口は「口」であり、しっかり噛むこ
とで栄養をよりよく吸収してくれます。生活を心豊かに
するおしゃべりや笑いも「お口の健康」があってこそで
す。
日頃の歯のお手入れの方法やお口の中のチェック等、

お口の中の健康をこの機会を利用して振り返ってみませ
んか？
対象者u山鹿市在住の方（子どもからお年寄りまで）
内容u歯科医師による無料歯科健診及び歯科相談

希望者へのフッ素塗布
歯科衛生士によるブラッシング指導

日時u6月9日G 14：00～16：00
場所u鹿北町老人福祉センター

6月1日F～30日Gにかけて、基本健診・子宮がん検診、歯
周疾患検診(節目)を、山鹿市内の医療機関で個別に実施しま
す。3月にすでにお申し込みをされた方については、事前に
問診票が届きます。お申し込みされていない方で、希望され
る方は、お住まいの各総合支所(保健師)までご連絡下さい。
あわせて、指定医療機関やご予約方法をご確認下さい。

基基本本健健診診・・子子宮宮ががんん検検診診
対象者u19歳以上
健診料金u
○基本健診…70歳未満　2,500円　　70歳以上 1,000円
・肝炎ウイルス検査…70歳未満 1,200円 70歳以上 400円
・前立腺がん検診…1,800円（50歳以上の男性希望者）
○子宮がん検診…70歳未満 1,500円　70歳以上 500円

歯歯周周疾疾患患検検診診（（節節目目））
対象者u40，45，50，55，60，65，70歳の方
検診料金u70歳未満 1,300円　70歳の方 500円

～次の方は～次の方は、、検診料金が無料となります～検診料金が無料となります～
q市民税非課税世帯…各総合支所で、健診用の非課税証明書

(有料)をとり、当日医療機関へ、ご持
参ください。（証明書がないと健診料
金は有料となります）

w生活保護世帯…市役所福祉課で証明書の発行を受け、当日
医療機関へご持参ください。

※但し、オプション検査（前立腺がん検診）は、減免の対象とは

なりません。

場所と日時u
q山鹿市役所
６月22日F ９：30～11：30

12：30～16：00
w鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
６月25日B ９：30～11：30                           

12：30～15：30

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

日時u６月４日B 山鹿・菊鹿
６月11日B 山鹿・鹿北
６月18日B 山鹿・鹿本
６月25日B 山鹿・鹿央
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿 北→鹿北総合支所
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

k
＊３～４か月児健診（19年２月生）
日時u６月19日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（18年10月生）
日時u６月26日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（17年10月生）
日時u６月５日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（16年２月生）
日時と対象u
６月15日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
６月22日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k
＊乳児健診（18年10月・19年２月生）
日時u６月12日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（17年10月・11月生）
日時u６月28日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u６月４日B…菊鹿　11日B…山鹿・鹿北
18日B…鹿本　25日B…鹿央

いずれも、９：30～11：00まで受付
場所u山鹿、菊鹿、鹿本、鹿央→母子健康手帳交付と同じ

鹿北→鹿北老人福祉センター

k
日時と場所u
６月６日D 山鹿健康福祉センター

13：45～14：30受付（診察14：00から）
６月20日D 鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

13：45～14：30受付（診察14：00から）
※生後６カ月児未満で、ＢＣＧ接種が済んでいないお子
さんは、先にＢＣＧを済ませてください。
※三種混合１期初回を１回でも受けられているお子さん
は、３回済ませてからお越し下さい。
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※4月中の届出受付分を掲載しています

◆およろこび◆

山　鹿 後藤　典正さんQ本山　純子さん
原　純一郎さんQ田中　美香さん
桑原　克周さんQ中村早枝花さん

米　田 財津　永照さんQ森　　礼子さん
川　辺 松本　　誠さんQ米岡　万里さん
八　幡 田端　　学さんQ大井　芙美さん

浦田　智志さんQ池田さやかさん
津田　祐介さんQ原口　千里さん

平小城 有田　信二さんQ荒木　知美さん
三 岳 古江　克行さんQ富永　優美さん

古家　　誠さんQ岡野　奈々さん
三 玉 古田　師將さんQ井村　真理さん
大　道 久冨　千春さんQ後藤　麻希さん

小田　紳靖さんQ松本　美貴さん
井島　伸二さんQ石�ゆかりさん
萩原　智幸さんQ松岡　美紀さん

六　郷 渡辺　裕文さんQ上田　美香さん
アダラーコリン
ズ・ジカンさんQ大見由紀子さん

来　民 野々　英喜さんQ今田　景子さん

◆うぶごえ◆

山　鹿 岡本　悠汰
ゆうた

さん　社方美夢花
み ゆ か

さん
吉田　峻平さん　緒方　萌美

もえみ

さん
米　田 江藤　陽奈

はるな

さん　伊東　真由
ま ゆ

さん
竹下　裕菜

ゆ な

さん
八　幡 平木　慎晟

しんせい

さん 石橋　未夢
み む

さん
三　岳 村上　貴俊

たかとし

さん　竹田　脩人
しゅうと

さん
大　道 松岡　悠樹

はるき

さん　田代　鷲眞
しょうま

さん
眞� 麗衣

れ い

さん

岩　野 田島　 雅
とうま

さん

内　田 中田　真悠
ま ゆ

さん　
六　郷 冨田こころさん

来　民 村本　桜姫
さ き

さん
稲　田 大嶋　紗羅

さ ら

さん
中　富 小材　奏人

かなと

さん

山　内 花龍　春名
はるな

さん

◆おくやみ◆

山　鹿 中原ミカヲさん(90) 嶋田　春義さん(75)
山口シズカさん(93) 江上トモエさん(84)
藤山　ヨシさん(93) 泉　　幸子さん(65)
吉田　政弘さん(92) �永　清佐さん(71)
�木　修身さん(65) 松永　時枝さん(74)

米　田 横手カナルさん(81)    夫代サダヱさん(105)
�永　惠重さん(85)

川　辺 梅田マスヱさん(80)
八　幡 北井　澄生さん(78)
平小城 宇野ツボエさん(84)
三 玉 鹿子木マサエさん(76) 高橋　惺さん(98)

木庭嘉太郎さん(84)
大　道 土田　成好さん(72) 川添　美春さん(88)

冨田キクヱさん(90) 若杉ナヲエさん(94)
堤　　　新さん(90) 古閑ミトメさん(84)

岳　間 黒田キヨコさん(102)
岩　野 古田　明美さん(73)    林田　一夫さん(85)
広　見 井上　繁光さん(93) 田中アサカさん(93)

古城　忠年さん(80)    中村テルコさん(95)

城　北 小 カツヨさん(87) 野中　信惠さん(97)
田代　安�さん(68) 萩尾　辰已さん(98)
出口トシエさん(90) 

来　民 永田　朔夫さん(91) 都田　　實さん(72)
田中 也さん(73)

稲　田 山口マツコさん(92) 津留トヨ子さん(74)
津留　強一さん(73)

中　富 前田　　宗さん(82)

千　田 一城　孝昭さん(63) 原　廣美さん(74)
野内ヤエ子さん(89) 角田フサエさん(77)
松本　眞澄さん(81)

山　内 平山　政利さん(87)
米野岳 有働　露子さん(91)

▲蛍の夕べ　５月12日G～19日G 一つ目水源　「蛍の乱舞」
駐車場からしばらく歩くと見たこともないような幻想的な光

が辺り一面に広がり、その美しさにシャッターを押すのも忘れ、
しばらく見入ってしまいました。山鹿には蛍の名所と呼ばれる
場所が多くあります。家族で出かけてみてはいかがですか。


